
病床数適正化緊急支援事業について 

 
１ 趣 旨 

医療需要の急激な変化を受けて病床数の適正化を進める医療機関に対し、診

療体制の変更等による職員の雇用等の様々な課題に際して生じる負担に対し

て支援を行うため、減少する病床数に応じて給付金を支給する。 

 

 

２ 概 要 

  〇 医療需要の変化を踏まえた病床数の適正化を進める医療機関は令和９

年３月末までに行う病床の削減計画を都道府県に提出する。 

 

○ 都道府県は医療機関からの病床削減内容の審査を行い、都道府県が実 

施する事業として適当と認めた場合、その内容を国に提出する。 

 

  〇 国への提出後、削減した病床（一般、療養、精神）１床につき 4,104千

円（休床の場合、2,052千円）が医療機関に給付金として支給される。 

 

〇 本事業により病床数を削減したときは、病床削減数に応じて医療機関が

所在する二次医療圏における基準病床数を削減する必要がある。 

 

 

３ スケジュール（案） 

  国から申請様式や詳細なスケジュールが示されていないが、現時点では以

下のスケジュールを見込んでいる。 

 

  令和８年４月８日 国実施要綱発出 

      ６月頃  国から申請様式等の通知 

    ６月末  医療機関から府への申請〆 

      ７～８月 地域医療構想調整会議で協議 

      秋頃   医療審議会に報告 

           厚生労働省に提出 

 

 ～令和９年３月末  各医療機関の病床削減、国から給付金支給 

 

 

 

資料３ 


